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研究成果の概要（和文）： 

多義形容詞・動詞の語義習得に関する調査から、日本人英語学習者は日本語と英語との意味
的共通点をほとんど認識しておらず、母語における語彙体系を英語学習に生かせないでいると
いう知見が得られた。また、語の多義構造そのものに注目する意識が低いことも示された。本
研究では、学習者が、語の多義構造とその比喩的ネットワークの広がりに対する気づきを基に、
自らの英語語彙知識を自律的に拡張する過程を支援する e-learning 学習プログラムの開発を行
い、その有効性と問題点について検証を行った。 

 

研究成果の概要（英文）： 

Results of a series of experiments on how Japanese learners of English recognize polysemous senses 

of English adjectives and verbs indicated that they tend to regard their L1 as a unique language, and are 

discouraged from constructing a L1=TL strategy. It was also revealed that not many learners are 

conscious of the metaphorical expansion of word senses even in their L1. This study aimed to develop 

an e-learning program to help encourage learners who are suspicious of transferability to notice 

underlying cross-linguistic similarities between L1 and TL, to develop learner autonomy over their 

metaphorical thinking process, and consequently to capture TL’s core meanings or schema. The 

effectiveness of the program was examined, and some points for further study were discussed. 
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１．研究開始当初の背景 

日本人英語学習者は英文読解の過程にお

いて、文法的には何ら理解困難な要因はなく、

すべて既習の語によって構成されているの

にも関わらず、意味の理解が困難な表現にし

ばしば遭遇する。その要因のひとつとして、
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語の多義性の問題、そして多義性から生じる

慣用的な比喩的（修辞的）表現の解釈の問題

が挙げられる。多義の習得は学習者の心的語

彙のネットワーク形成にとって重要なプロ

セスであり、多義語能力と比喩的（修辞的）

表現の理解度との間には強い相関が認めら

れている。しかし日本における英語学習の場

合、一般に、語の導入は日本語との１対１の

対訳でなされ、導入後の語義の拡張について

は事実上学習者まかせになっているのが現

状である。研究代表者がこれまでに行った形

容詞の語義拡張の調査によれば、多義の習得

は大学生レベルになってもほとんど進んで

いないという知見が得られている。学習者が、

母語と学習対象である第２言語との距離が

小さいと感じる場合には、母語における意味

理解のプロセスをそのまま第２言語にも適

応できると考え、意味類推の心理的プロセス

に反映させる傾向が認められる。しかし日本

人学習者は、母語である日本語と英語との距

離が大きいと感じる傾向が強く、学習者は母

語における意味ネットワークを英語におけ

る意味類推に転移させることには強い警戒

心を抱く傾向が表れている。 

以上のような要因によって、語義の拡張お

よび語義拡張に基づいた慣用的な比喩的（修

辞的）表現の理解は、中級以上の日本人英語

学習者にとって、スムーズに行われていると

は言い難く、英語能力の飛躍的な向上を阻む

一要因になっていると考え、本研究を着想す

るに至った。 

 

２．研究の目的 

(1)英語における慣用的な比喩的（修辞的）表

現のうち、どのような表現が日本人学習者に

とって意味類推が困難であるのか、その要因

はどのようなものであるのか、一方、類推可

能な場合の認知メカニズムはどのようなも

のであるのかについての知見を得ること。 

 

(2)意味類推が困難な表現について、どのよう

な教示をすることで類推が可能になるのか、

最適な教授・学習プロセスとはどのようなも

のであるのかについての知見を得ること。 

 

(3)以上の知見を踏まえた上で、慣用的な比喩

的（修辞的）表現の理解を支援するためのテ

キストおよび e-learning 用教材の開発を行う

こと。 

 

３．研究の方法 

(1) 多義形容詞の拡張的表現のうち、どのよ

うな表現が日本人中級英語学習者にとって

意味類推が困難であるのか、その要因はどの

ようなものであるのか、さらに、意味の類推

の過程において、どのようなアナロジーが作

用したかについての測定を行った。さらにそ

の調査結果に基づき、e-learning 学習プログラ

ム「形容詞ソムリエ」のプロトタイプの開発

を行った。 

 

(2) E-learning 学習プログラム「形容詞ソムリ

エ」を利用することによって、学習者の抱く

日本語と英語の認知的距離感がどのように

変化したかについて、「学習の楽しさ」、「自

尊感情」、「自己評価」、「動機付け」および「学

習方略」の観点からそれぞれ分析を行った。 

 

(3) E-learning 学習プログラム「動詞ソムリエ」

の開発にあたり、多義動詞の拡張的表現のう

ち、どのような表現が日本人英語学習者にと

って意味類推が困難であるのか、その要因は

どのようなものであるのか、さらに、意味の

類推の過程において、どのようなアナロジー

が作用したかについての測定を行った。また、

調査結果に基づき、表現ごとの類推率から統

計的手法を用いて類推可能（不可能）因子を



 

 

導き出し、学習者がとらえた多義の意味構造

の図式化を図った。 

 

４．研究成果 

(1) 日本人中級英語学習者の多義形容詞の意

味類推における傾向と要因を分析すること

により、学習者の語義拡張に必要なのは、ま

ず自らが語の多義構造に気づく認知的プロ

セス、そして比喩的思考を意識的に促すよう

な類推トレーニングであるという知見が得

られた。 

その知見に基づき、「意味の広がりを認知

する段階」、「意味へのより深い関与の段階」、

「概念を拡張する段階」の３段階から構成さ

れる多義形容詞学習支援 e-learning プログラ

ム「形容詞ソムリエ」の開発を行った。「ソ

ムリエ」という名称は、ワインのソムリエが

料理に合う最適なワインを選ぶことができ

るように、学習者もこのプログラムを通して、

それぞれの状況に最適な形容詞を選ぶこと

ができる能力を身につけることを期待して

名づけられたものである。 

第 1 の段階では、学習者には日本語形容詞、

例えば形容詞「重い」を含む「重い責任」「重

いまぶた」といった表現が次々と与えられ、

それぞれについて’heavy’を使って表現でき

るかどうかの判断を求められる。この段階は

学習者が母語における意味ネットワークを

どの程度英語に転移させることができるか

について、類推という認知的プロセスを経な

がら、言語における比喩的拡張ネットワーク

の存在を十分に意識することを目的として

いる。 

第 2 の段階は、学習者が、与えられた英文

に対し最適な形容詞を選択するというプロ

セスを経ながら、英語における比喩的拡張ネ

ットワークの世界により深く関与すること

を目的としている。 

第 1 および第 2 段階においては、英語と日

本語における意味の比喩的拡張の相違点で

はなく、むしろ共通点に焦点を当てることに

より、学習者にそれを認識させ、外国語学習

においても母語の知識を最大限に利用しよ

うとする積極的で、より柔軟な思考パターン

を持たせることをねらいとしている。 

第 3 段階は、英語特有の表現、例えば’heavy 

traffic’などのように、日本語とは異なる意味

の拡張部分の学習を目的としている。この段

階では、単なる暗記を目指すのではなく、イ

ラストという視覚イメージを提示すること

により、英語独自に拡張を遂げた比喩的思考

パターンを学習者自らに気づかせることを

ねらいとしている。 

 本プログラムの目的は、単に形容詞の適切

な使い方を学ぶことではなく、あくまで、学

習者を深く広い意味の世界に招待すること

であり、意味の世界に興味を持たせ、面白い

と感じさせ、人間の思考の素晴らしさに気づ

かせ、最終的には語彙学習における自律的な

学習方略を確立させることにある。 

 

(2) 「形容詞ソムリエ」の有効性と問題点を

検証した結果、「学習の楽しさ」、「自尊感情」、

「自己評価」の 3 つの観点については学習後

に有意な向上が認められた。さらに本プログ

ラムを利用した学習の前後で、学習者の学習

方略に変化が現れるかどうかについて分析

を行ったところ、類推方略、熟考方略、作業

方略のいずれにおいても有意な正の変化が

認められた。 

 

(3) 「動詞ソムリエ」の開発に先立って行っ

た日本人中級英語学習者における多義動詞

の意味拡張についての研究では、学習者は形

容詞の場合と同様、母語知識を有効に利用し

た類推を行えていないことが示された。しか

し、一方で類推パターンの分析から、学習者



 

 

の類推パターンには一貫性が認められ、適切

な教示さえ与えられれば、学習者自らが語義

間の類似性のネットワークに気づく能力を

有していることが示された。 

 

(4)本研究の成果から、適切な類推トレーニン

グが行われれば、学習者が語の多義性につい

て認識を高め、自らの力で比喩的語彙ネット

ワークを広げ深める可能性の高いことが明

らかになった。一方で、本研究で開発を行っ

た e-learning 学習プログラムにおいては、学

習者への動機づけ、学習方略の確立に関して

新たな研究課題も提起された。本学習プログ

ラムはまだプロトタイプ開発の段階である

が、今後さらに学習者の認知プロセスに関す

る基礎研究を行い、それに基づいたプログラ

ム開発を進めることにより、基本形容詞およ

び動詞について、自律的な比喩的語彙ネット

ワーク拡張学習の機会を学習者に与えるプ

ログラムが提案できると考える。こうした語

彙学習の形態は、基本的語彙のより深い習熟

に留まらず、将来的に新出語彙の語義を既有

知識と関連づけて学習する上でも有効に機

能することが予想され、日本人英語学習者の

比喩的思考や類推による臨機応変に英語を

理解する能力、持てる言語知識を最大限に利

用した柔軟な表現力の向上に大いに資する

ものであると考えられる。 
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